
当社にとって「人的資本」は最大の経営資源です。効率良く収益を上げられる人財の育成に注力しています。
当社の強みは創業以来築き上げてきた取引先との信頼関係です。現在5,000品目を超える化学品を取り扱
い、3,500社を超える取引先とのネットワークを形成しています。さらに、全国に広がる販売網や、製造・加工
で新事業をけん引する日本包装、OEM/ODM委託先との連携、物流ハブとなるケミカルセンターや物流倉庫
などの「販売・製造・物流資本」が、顧客への提供価値を高めています。

「基盤事業」は、豊富な取引実績と全国の拠点、多様な物流手段が強みです。サプライチェーンではいわば川上が
中心で収益が安定しています。「パッケージ・新素材事業」は、商社機能とコンバーティング機能を有し、広範な取引
先との連携により新素材開発や最適な包材提案ができるのが強みです。「生活ソリューション事業」は、顧客課題
に対して原料・包材・製造・物流までワンストップで対応できるのが強みです。これら2事業はサプライチェーンの川
下で、収益力が高い傾向にあります。今後は「基盤」の事業規模を着実に伸ばしつつ、「パッケージ・新素材」と「生活
ソリューション」を合わせて「基盤」と同程度の規模に拡大することで、会社全体の利益率を向上させていきます。
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STAGE3の経営指標である「ROE8％以上」の早期達成を目指します。まず優先すべきは分子（純利益）の
増大です。STAGE3で定めた成長投資枠（最大100億円）を活用して、成長投資を実行し、それを取引効率の
向上や利益成長へと結びつけ、投下した資本が着実にリターンを生む好循環を積み重ねていきます。さらに政
策保有株式の売却などにより分母（株主資本）を減らします。売却によって生まれた原資をさらなる投資へ活
用し、株主還元の充実を図ります。
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現状（2025年度） 中期的な将来像

生活
ソリューション

事業

生活
ソリューション

事業

パッケージ・ 
新素材
事業 

パッケージ・ 
新素材
事業 

基盤事業基盤事業

代表取締役 社長執行役員 
目﨑 龍二

中計3事業の強みと稼ぐ力はどこにあり、それをどう強化するのかQ1

資本効率はどう改善させるのかQ2

事業を支える経営資本の強みは何かQ3

トップメッセージ P.8-11

Go forward STAGE3「変革」3年目
の手応えと今後の展望 P.14

経営資本 P.24-26

中計のビジネスモデルと競争優位性 P.16-23

川上 川下川上 川下

課題を可視化する
市場分析

市場のトレンドや消費者
ニーズを把握

広範な取引先からの
調達

● 原料供給
● 設備機器納入
● 機能性向上
● ＪⅠＴ対応

長年培ってきた化学品の知見と取
引先3,500社以上による調達力

多様な手段に対応する
物流

需要対応、安定供給、効率配送に
対応し得る多様な出荷形態

全国規模の柔軟な
在庫管理

全国4カ所のケミカルセンターと2カ
所の物流倉庫を活用した短納期対

応や柔軟なデリバリー力

幅広い業界への
供給

化学・樹脂・金属・電子・半導体・
水処理・食品・医薬品など幅広
い業界へ
の供給力

機能性を付与した
設計・提案

最適な材質構成を設
計し、機能・コストを
最適化する提案力

広範な取引先との
調達・加工連携
最適な原反の選定を可
能にする原反・材料メー
カーとの連携力

要望に応える高品質な
加工・提供

高品質な印刷・ラミネート加
工が可能な自前の工場を持
ち、ソリューションプロバイ
ダー機能も保有する対応力

顧客課題を解決する 循環・再資源化
回収スキームの構築や再資源化、再生材供給に対応。
リサイクルパートナーとして顧客の環境負荷低減に貢献

全国規模で安定した
物流・在庫管理
最適な物流設計と適正
在庫の維持により、顧
客要望に応える安定供

給体制

国内・海外への

供給
食品メーカーを中心に
包装ソリューションを提
供。成長市場のアジアに
も機器～包材までのサ
プライチェーンを構築

幅広い視点からの
企画・提案

原料、処方、容器・包材を組
み合わせた総合提案力

ODM提案会を通じた具体的
かつスピード感のある提案

広範な取引先からの
調達

商社ならではの中立性
と顧客基盤による原料
から容器・包材まで幅広

い調達力

ネットワークを駆使した
委託先選定・材料支給
OEM/ODMメーカー、原料
メーカー、容器・包材メーカー
との幅広いネットワークと

コーディネート力

顧客課題に応じた
製造・加工
豊富な委託先との連携
小ロット、スモールス
タートへの対応力

全国規模で安定した
物流

物流会社との連携
による最適な物流
の設計・提案力

多様な業界への
製品納入
日用品・化粧品・ペッ
ト関連など幅広い業
界への供給力

トレーディング 様々なビジネスマッチングの仲介役5,000品を超える化学品の全国の拠点と多様な物流手段を活用し、
あらゆる産業のものづくりを支援

基盤事業
サプライヤー／バイヤー

に精通する
豊富な取引実績

多様な物流手段への
柔軟な対応力

全国ネットワークと
ケミカルセンターの

活用

仕入・加工・供給まで
一貫した顧客への
細やかな対応

強み

P.18

商社機能とコンバーティング機能を融合し、
市場ニーズを起点とした価値創造を実現

パッケージ・新素材事業
市場ニーズを起点にした

商社
×

コンバーティング機能

原反・材料メーカーと
連携した機能性向上や
新素材開発

容器・包材メーカーと
連携した

最適な包材提案

回収スキームの構築や
再資源化、

再生材供給に対応

強み

P.20

顧客の課題に対し、原料・包材・製造・物流まで
ワンストップで最適なソリューションを提供

生活ソリューション事業
顧客の課題・ニーズを
共有し、最適な
原料を安定供給

原料・設備・包材を
提案し、最適な
OEM/ODM
委託先を選定

容器・包材メーカーと
連携し、最適な
包材を安定供給

物流会社と連携し、
最適な

物流を提案・支援

強み

P.22

顧客課題を解決する

回収・リサイクル
供給先のリサイクル品を一部回収し、

ニーズのある他所に販売

機能性付与

ODM提案会では
約50社のODMメーカー
のサンプル約300点を
お持ちして提案

日本包装
顧客の多様で高度な
ニーズに対応できる高い

技術力

取引先 約3,500社

3,500社を超える
取引先ネットワーク

顧客ニーズに合わせた
きめ細やかな対応

原反素材・
加工メーカー
約200社

ケミカルセンター

...etc.
保湿性

バリア性

強度

12分野のアイテムを供給

市場・顧客のフィードバック

インドネシア

ベトナム

全国の
支店・営業所船（バルク）

消費者ニーズ

市場価値

ローリー

ドラム・缶 コンテナ・IBC

容器・包材
メーカー

OEM/ODM
メーカー

原料
メーカー

ソーダニッカ

ROE（2025年度）

7.46%

株主資本コスト

6.58%

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025
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中計STAGE3目標値（8%以上）

株主資本コスト（6.58%）

3.24%

5.34% 5.83%

6.62% 7.44%

3.55%

7.46%7.46%

（年度）

キャッシュ・イン
累計：

約140億円

キャッシュ・アウト
累計：

約100～150億円

2023年度～25年度 累計 2026年度 想定
キャッシュ・イン

累計：
約90億円

キャッシュ・アウト
累計：
約90億円

営業C/F
約71億円

営業C/F
約70億円

進捗度
101%

進捗度
56～94%

進捗度
66～
85%

進捗度
50% 政策保有

株式売却
約20億円

政策保有
株式売却
約40億円

外部負債等
約30億円

株主還元
約28.2億円

成長投資
約59.3億円

株主還元
約30～
50億円

成長投資
約70～
90億円

※最大100億円

ステークホルダーの皆さまにお伝えしたい3つのこと

A

A

A

企業理念

外部環境

時代を先取りする積極的経営を旨とし、
信用維持を第一に新しい価値の創造を
通じて社会に貢献し、人々の文化生活
の向上に資する商品、サービスの提供
を図る。

P.4

INPUT

再
投
資

財務資本

連結当期純利益

ROE

純資産

資本金

成長投資枠

自己資本比率

23.62億円
7.5％

337.7億円
37.6億円
100億円
43.4％

社会関係資本

長年培った盤石な基盤

取引先 3,500社以上

販売・製造・物流資本 

国内営業拠点 

製造拠点※

ケミカルセンター
物流倉庫

海外拠点

19カ所
1カ所
4カ所
2カ所
4カ所

※株式会社日本包装

P.26

人的資本

連結従業員数 400名
有資格者数
● 毒物劇物取扱責任者
● 高圧ガス販売主任者
● 危険物取扱者
● 包装管理士／
包装機械相談士

● 管工事施工管理技士
● 薬剤師 

161名
157名

54名

16名
4名
3名

P.24

P.14

P.25

化学産業の構造変化
地政学的リスクに伴う持続的な原料調達への不安
気候変動に関連する災害等のリスク
人手不足や健康問題等、労働に関するリスク
取引先企業の統廃合やエネルギー調達コストの
増加等、業界特有のリスク

機会

カーボンニュートラルに向けた化学メーカーの
燃料転換
エレクトロニクス分野等の成長市場における需
要の高まり
少子高齢化から生まれる需要

持続可能で強靭なサプライチェーンの提供による顧客企業と経済の発展
脱炭素・循環型社会に資する商品サービスの拡大
脱炭素社会への貢献
人権、多様性の尊重と人財への投資の推進
ステークホルダーから信頼される経営の強化

リスク

マテリアリティ
P.36

BUSINESS MODEL P.16

豊
か
で
持
続
可
能
な
社
会

ソーダニッカ
グループが
目指す社会

OUTPUT OUTCOME

連結当期純利益 24億円以上

国
内
・
ア
ジ
ア
の
顧
客
企
業

工場

車・道路

浄水場

工事現場

食品フィルム

クリーンエネルギー

日用品・化粧品

船舶・橋梁

学校・オフィス

当社商品が
使われる製品・サービス

● 無機・有機薬品

● 紙パルプ関連薬品

● 合成樹脂

● 包装関連製品

● 電子材料

● インフラ商材

● 環境関連製品

● 新素材

● 新エネルギー

取扱商品
（5,000種類以上）

供給の安定維持

STAGE3 P.14

新たな成長軌道を
つくるために

「変革」を果たす

基本方針

経済的価値（2026年度 財務目標）

...etc.

副生物を原料にした
リサイクルビジネスにより
廃棄物を抑制

高機能フィルム事業を通じた
フードロス削減

脱プラ・省プラやサーキュラー
エコノミーの促進

ケミカルセンターを活用した
配送の効率化による
物流問題の解決

社会的・環境的価値

スチームトラップやバイオマス
燃料向け商材の販売促進による
カーボンニュートラルへの

貢献

ROE 8％以上

配当性向 40％以上

化学品・機能材のトレーディング 基盤事業 P.16 P.18

トレーディング

調達 物流 在庫管理

食品パッケージとプラスチック代替素材 パッケージ・新素材事業 P.16 P.20

市場分析 設計
提案

調達
加工
連携

物流
在庫
管理

加工
供給

日用品・化粧品などの製造受託 生活ソリューション事業 P.16 P.22

企画
提案 調達

委託先
選定
材料支給

物流 製品
納入

製造
加工

供給 循環
再資源化

供給 回収・リサイクル

多様な物流手段への柔軟な対応力
一貫した顧客への対応力

豊富な取引実績
ケミカルセンターの活用

強み

機能性向上や新素材開発
再資源化、再生材供給に対応

商社 × コンバーティング機能
最適な包材提案

強み

最適なOEM/ODM委託先を選定
最適な物流を提案・支援

最適な原料を安定供給
最適な包材を安定供給

強み

“社会と化学のコーディネーター”として
トレーディング機能にプラスして事業をコーディネート

Introduction
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